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 本報告書は、申請者（永谷幸太郎）の博士論文を審査した結果をまとめたもの

である。  

申請者の指導教授（中田雅久）は申請者の博士学位請求の申し出を受け、化学・

生命化学専攻有機化学部門の教員（鹿又宣弘、柴田高範）と 2 0 1 6 年 1 0 月 3 1 日に

博士学位論文予備審査会を開催し、申請者の提出した博士論文概要書（以下、概

要書）をもとに博士論文受理申請の可否を協議した。その結果、申請者の博士論

文は博士（理学）の学位を申請するに十分な内容を含むと判断された。これを受

け、 2 0 1 6 年 11 月 1 0 日開催の化学・生命化学専攻教室会議（以下、教室会議）に

おいて概要書をもとに指導教授から申請者の博士論文の内容について説明が行わ

れ、申請者の博士学位論文受理申請が承認された。同時に申請者の博士論文審査

員（主査：中田雅久、副査：鹿又宣弘、柴田高範）（以下、審査員）が選出された。

その後、2 0 1 6 年 1 2 月 2 2 日開催の先進理工学研究科運営委員会において、申請者

の博士学位論文受理、上記博士論文審査員が承認された。  

 申請者の博士論文の原稿は 2 0 1 7 年 1 月 1 2 日に申請者から審査員に提出され、

査読された。 2 0 1 7 年 1 月 2 6 日に開かれた公聴会では、申請者の博士論文に関す

る発表が約 4 5 分、審査員との質疑応答が約 2 0 分行われた。申請者は審査員の質

問に対して的確に回答し、博士論文の研究内容に対する理解が十分であることが

示された。公聴会終了後に申請者の学位申請に関する協議が審査員により行われ、

申請者は博士（理学）の学位を授与されるに十分な学識、研究経験を有すると判

断された。博士論文においては、審査員から軽微な訂正、 c o ty l e n i n  A の炭素骨格

を有する最終生成物の構造決定に関する説明と実験データの補足が申請者に指示

された。博士論文は 2 0 1 7 年 1 月 2 6 日に化学・生命化学専攻連絡事務室に提出さ

れた。  

本論文は 8 章より構成されている。  

第 1 章は序論であり、本研究の研究背景について適切かつ十分に述べていた。  

第 2章では、新規触媒的不斉 M u k a iy a ma - M i c h a e l反応について述べている。申請

者は、環状不飽和ケトリン酸エステルおよびリンオキシドの M u k a iy a ma - M i ch a e l

反応が高収率かつ高エナンチオ選択的に進行することを見出している。また、本

反応を利用した h o mo s a r k o m y c i nの不斉全合成についても述べている。困難とされ

てきた触媒的不斉 M u k a iy a m a - M i ch a e l反応の成功例を示し、その活用として化合物

合成への展開も示している点は高く評価できる。  

第 3 章では、 c o ty l e n i n  A の新たな逆合成解析を提案するとともに、触媒的不斉

分子内シクロプロパン化反応 ( C A I M C P )を活用した co ty l e n i n  A の A 環フラグメン

トの合成について述べている。各種の C A I M C P が高収率、高エナンチオ選択的に

シクロプロパン体を与えることを見出し、 α–ジアゾ –β–ケトスルホンの C A I M C P

を用いた A 環フラグメントの合成に成功している。前例のない α–ジアゾ –β–オキ

ソシラン、 α–ジアゾ –β–オキソホスフィンオキシドの C A I M C P において好結果を
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得ている点は高く評価できる。  

第 4 章では、 α–ジアゾ –β–ケトスルホンの C A I M C P を用いた A 環フラグメント

の合成について述べている。E‐アルケンを分子内に含む α–ジアゾ –β–ケトスルホ

ンの高エナンチオ選択的 C A I M C P と続く官能基変換により A 環フラグメントの合

成を達成している。 c o ty l en i n  A の不斉全合成に必要なフラグメントを光学的に純

粋な化合物として合成する効率的手法の確立は有機合成化学的に意義が大きい。  

第 5 章では、C A I M C P を用いた co ty l e n in  A の C 環フラグメントの合成について

述べている。α–ジアゾ –β–ケトエステルの C A I M CP は 9 8 %で 9 3 %  e e のシクロプロ

パン体を与えることを見出し、c o ty l e n i n  A の C 環フラグメントを効率的に合成し

ている。構築困難な全炭素四級不斉中心を含むフラグメントの効率的合成法を開

発した点は有機合成化学的に高く評価できる。  

第 6 章では、合成したフラグメントのカップリングと八員炭素環の構築につい

て述べている。 A 環および C 環フラグメントのカップリング、 A 環の第三級アル

コールの形成、第一級アルコールの選択的なメチル化を達成し、分子内ピナコー

ルカップリングにより co ty l e n i n  A の八員炭素環の構築に成功している。c o ty l en in  

A の 炭 素 骨 格 部 分 を 収 束 的 か つ 立 体 選 択 的 に 構 築 す る 手 法 を 確 立 し た 点 は 、

c o ty l en i n  A の不斉全合成に向けた研究成果として高く評価できる。  

第 7 章は本論文の総括であり、本研究によって得られた結果についての総括と、

本研究の今後の展開について述べている。  

第 8 章は実験項である。実験項は本論文に記載されている新規化合物の合成方

法、分析データであり、本論文の内容を裏付けるものであることを確認した。ま

た、参考文献は適切に引用されており、本論文に剽窃、盗用は確認されなかった。  

以上のように、本論文は有機合成化学の発展に貢献する有用な研究成果をまと

めたものであり、学術的に高く評価できる。  

したがって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値があるものと認める。  
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